
ビトロガラスの洗面台について 
 W2265＊D540の洗面台で引き出し収納主体で床より浮かせて壁固定しています。 

そこで、ビトロガラス（白系）をミラー下の前壁とカウンタートップに取り付けるものです。 

そこで、ミラー下の間接照明でガラスの光沢とガラス裏側に焼付け塗装した白が深みのある色合いで映え

て見えるということです。 

今回は、右側に浴室のガラス仕切り壁ですので右側固定出来ません。そこで、ボウルの重量も右よりの為

右よりにブラケットを配置し、壁固定しました。また、デザイン上の配慮としてミラー前面と右側開き収

納の扉面を面一になるように調整しました。また、ビトロガラスの穴加工ではボウル固定穴と排水口の穴

が接近し過ぎて割れる恐れがあり、ボウル固定穴は 1箇所としました。  

図面のグレー色部がビトロガラスです。 
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  引き出しボックスをブラケットにて 

 壁固定します。 

 ブラケットは壁の中に入り、見えません。 
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右側には縦長の開きボックスの取り付け。 

このボックスの扉とボックスの左隣のミラー面が面一なるように  

します。 
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 横長の間接照明用ボックスの固定 

 このボックス下の壁と天板にビトロガラスを 

                ミラーボンドで接着します。 

 そして、ミラー下地パネルを貼り、ミラー取り

付けになります。 

 

 



 

 

 

   
 前面壁、天板がビトロガラス白系です。 

 4

 ガラスの光沢と深みのある独特な色合いが出

て間接照明でよく映えます。 

 ボウル：バロンバコレクション 

 AU16801 
W900＊D425の大きなボウルです 

 

 

 

 

 

 
右側はガラス仕切り壁で浴室です。 

 家具の前板、化粧面はウレタン 

 日塗工 DN95艶消し塗りつぶし。 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
                 

浴室側からガラス越しの洗面台引き出し状況です。 
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 右側の浴室からのガラス越しの洗面全景です。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 洗面室入り口からの全景。 

 左側にタオルウォーマーがあります。 

 
 ㈱マルダイ家具部 Da・Monde鈴木 

 平成 21年 8月 30日 


